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シャーナーメの音韻と韻律に関する穀雨の考察

井　　本　　英　　一

’

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　・　　　現代ペルシャ語においても§音は摩擦的囎を

・・ル・よシーの藷　・西紀のべ・レシi・もな・塒縮で融古代イラ・灘いて

ヤ語　　　については、まだその言語の方言的要iすでにその特徴を保っていたと考えられるところ

繁及び音韻について痴話の疑問な点が残されてい！がある。pa惹m　s縫。　paksman一，　taる

る。方書学的には、その根幹をなすファールス方iav．　捻ζa－　skt．　taks一，．るa§m　av．

癒す勧ち騨ペルシ。語の上に、／0世紀の・id。9m。。．，kt．　6。k，U，．，　k。9。v。

。ルドーシーの馳・・＋ンの据すなわち…・。9a一，k，．・。・sa二などカ・それであ謝

北部イラン方言ないし東部イラン方言が織り込まiすなわち、すでに古代イラン語において先行子音

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミれ、西部イラン方言がそれに混合せられているも1の脱落を生ぜしめているが、先行母音は代償的な

のと考えられる。語彙の上からいえば、シャーナ；延払をなしていない。けだし§音の持続性の故に

一直のペルシャ語は殆どアラブ語的要索を含んでiそれ自体が時間的に　1　moraに卜いし、アヴェス

いない。現代の標準ペルシャ語は、アラブ語の要；タ語ta§a・一一を＊t59a・一一と蓑記することは

勲爵てみて転シ。けつのそれ呂ま碗iかえ。て非凡的であ。た構点れる．獄語

りの隔りカ憾ぜられる。シャーナーメの音韻も現i音もpa’9m，　ta’5の如くであ凱P誌m

代ペルシャ語のそれからのみでは解決できないもlta§の如く発音されない。

の棚、．以下シ。．ナ．メの灘。とに子音組…ペルシア語暗面蛛ず面面ぜ鰭

脚一鞭幽し点せて齢の間紙ふれて㌔慮の外面区も沖魚ラン如来巧蛆の顯
たいと思う・　　　　　　　　｝として幽したものと考えられる誘の場合胴

　シャーナーメの密語の中には、蕊陰h，首ahの｝じく・シャーナーメではnigah　nigah，

如儲評論豫具え綱一意味の語・・素話i磁m・h，・1・ih・…h，・漁
擁している．N61d。ke①は。灌ぺ、レシ。晦・・h，　i5h　l・h，　rEh　rah，・iy5h

語帳鮒撫分別の舳慨考え、hδ’g　h。惹，i・iy・・の形嚇ら鴻．・の鵬一蓉・，一・h

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
9δhar　gohar，5をh§ah，　kδ’h　kohnの対立は単なる擾短音節の対立としてのみは考え
、了，。，、、g。，，面面、面、崎どのiられかふし・・ある．，。h，a，・。・，。⑤の翻

語を挙げ全て第」泌音節に起りうるといっている潜、それぞれav。　P蒼θra一一・　skt。　d5tra一と

音節の場処には翼心なく趨っている。②控題すべ　対応し・pahlUとskt・pa移va一との対立
き。鳳。れら麗の闘が、N．’6　id。、。の1毒H。，。緩反して。の麟に入濱考えるの

考える如く韻律の必要に応じてあらオつれることにが妥当であると思われる。近代ペルシャ語におい

けまちがいないが、あらゆる語に亘ってこれがあ　ては全く確立したこの擦音hはむしろアラブ語h

らわれないことである。　　　　　　　　　　　音よりはh音に近く前口蓋で講音せられるもので
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ある。したがってペルシャ語音hはV・ちぢるしく，ヤーナーメのpadもa（．＜P互d§ah），giya

有声的であ姿単一子音のみによってユmoraの長1（＜giyZih），　guv蒼　（＜guv5ぬ），dさb夏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と
さに持続されるのは容易なことであると考えられi（〈debah）と共に喉音的hの発展をあらわす
る鈎勧ち，。h，。，。v．・，5θ，。沖の勧、考えら鴻。

…㍉・診に測る顯賭・，融副蝿ペルシ嘉・・に近代ぺ、・シ。語⑫く

舳なものではな・・三二θの購聞の磯ら灘顯蠣頭の・は儲発生の際の

短を鳶慮に入れれば、二つは多分ft一一の発生二七ialifの強弓に起因するもので、方言的なもので

を要し焔のと考えられ識　　　 i麟と働泌。

　しかしペルシャ語hの一面として語の頭中末にi　シャーナーメに診ける蓼の音衝については判然
帥硝失する囎がある．。。Y。m。。、。v．iとしない。dτ、。，のみが・・9。，の形鮪する

h・nKam・n・一…　d旧くa・v・h・ndima一・i　hK・その外va・9の先行儲力＝畏短刀鮪する二

耐して…g醐・anX5・，・。g・，z二二梢ら加斡欄のぺ，・シ。語からすで

古代イラン語＊ham　・一を保記している。すなわiにk，9の混乱がみられ、／3世紀のルーミーが

ち暗には多分調音位置の異なる二つのものカζあ；kと9とを押韻させるのをみても単va後世のコピ

φ託の難の一つは、ラ。謙謝る旙的弓iストの鵬とし⑰み叡ら煉陪し，脳⑭

異に回せられるものであろう。地名Hamada絹　次にペルシャ語rとそれに関する他の若干の音
を帖ペルシ。tdeA・m。，。。⑨，ア、、メ。ヤ副獣つ匠擁してみる．シ。一ナー・鵬励

騰A・m，。碗対附る鵬沽代ぺ，レシ。iれる、猷イラン謹一・謙㍉蝿ペルシャ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
，。、H・gm・t5na一一の中世語形燐藩頭hを喪失賠一d紮の近代語形として一三d，一頭d，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匙ロロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

したのva対し再三頭の三三飢てt・るのカ・i－y蚕・の三つがあげられる・

湘される・ペルシャ語にあらわれるべき本来の；すなわち・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　ゆイラン語的hには口蓋的な有声h音と喉頭的な無iXudadad　faryad
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
声h音とがあって、前春はアラブ語h音の影回を｝Baγd段d　　bunyad
　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

謝傭次麗してきたものと轍られ、弟緒は池・・d・・

同一方言内においてさえ表記された塑或はされな1

かったbしたものと考えられる。近代ペルシャ語i

の表記法が固定するまでに、従来の申世語に齢けi

るhの有無がヅ方はhを以て、他：方は，を以て表iなどである◎

記ぜられたものと言えられる・したがってHa一一　l

madan　の中供藷形Ahmatan　の如きも、途
　　　　　　　　　　　　＊
　　　　　　　　　　　　　Hahmatanそれ以外に藷頭のh葱有する

baxtyar

Isfaぬdyar

§3hryar

hδ§y盈

Mahyar
　　　　　ゆソ　　　　Janusyaf

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　faryad，bunyadにおける一一yadは明ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i撚灘1淵ぎ購騒解細網

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：k
なる語が存在したと想像することができる。すなi中世イラン籍bundatが措定せられる。

わちシ・r　一一ナーメにあらわれる§5r　ζ蒼fis＿、　ペルシャ語yの発生には特殊な竜のがあると思

tE・（く§ahr　M．ahr圭＄tヨ難），蕊・　i漁る。．上那・・yEd，b・・y灘胸）一一y5dも

（くEehi｛r），准1（．く雄ihi1）などの初期噛単に中世：語一d蕊t　の畿記法yhtを一一yAtと

のペルシ。藷醐鮒謙の、の消勉示すシ・下棚働、近七三，凝な。た・賭



8　　　　　　　　　シヤーナーメの『i糊と韻律に関する若干の考察（井本）

え嚇t濠疹6渇0～弾藷藷乗あ亨ぽ古画ギヲシ蓄． Pと撫財：講ず灘汚実際にぼ臨δ1証かど薙・

一一пh　ec対応している…y〈・v・・P・δ・’ P音せられていたことが知ら鴻・若干のペルシ・

。P・・iつ・diy・X5yく・P・　X・uda一・i語には・このδがX’”・・：一”tiせられて現在に及んでいる・

，δ，〈。。．．．，a。δ。一，。5，く＊。5d。一i，・面af・。f、　s、，、δ5§・。n，kET。d，、。。一

（skt．　n5cla一）。　すなわち古代語音dは購lbaδ。　ノ3世紀の写本には、このδに代ってz

蹴あ。台剛ヒし、。が筆陣に紳て∴が魏され麟の赫ら鴻皇＄

yを以て表わされるに至ったことが椎定せられる・さて古代、中世語形一data一，一一datがぺ
＿方パル千囁からの。ルメ．ヤ翻語は、。のiルシ謙巌一、i、，．，fl、，、．．，5rであ

、ラ。郷を劇て翻している鮎。・，iらわれる・とは上にみた働伽、唾5・，

く　OP．Xauda一，　boirくav。ba◎iδi一，：一y蕊d　力二それ，それ　一d蕊δ，　一y窪δ　と発音せ

M・g－k・く・P．・M5・鍋一δ・・蓋駄理れていた・とも翻せ・れ…猫・．

ユダヤ・ペルシ・：”　p。riz　kペルシ・藷PかiNbld・k・（P・rsi・ch・St・di・・皿7A・m・

1yτ・を示して駒注目に憂いする・すなわちdかi2）はペルシャ語形lsf・轟d頭・と菱記されて

1疑獄簿鍵疫離鵬繰i塗1繍嘉鞭よ輪蕪芝；濃1∴，

　古代イラン語dはまたhへ移行する場合があ為iguza§tanの中にその混同を示している。す数

zirif　mp．　zrehくav．zraδa一，sipah、わちペルシャ謡Is圭andyarのr音は、古代語
　　　　＿　　　　　　＿　　　索　　＿　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tが有声擦音化され、更にZの過程をへて、如樹くav．sp　5’6a　一一，　　　　　　　　　saray＜OP。　　　　　　　　　　　　　　　　sradac岬・o　：

一一一・禛Aルメニヤ借用語はそれぞれzrah　一k‘，　・なる契機によるのか不明ながら本来のイラン語的

、p狐，，。・撤し、ペルシ。語敵御して1，吠識炊ものと考えなけ濾ならか仰

いる。すなわち古代語音d墳hにも移行し、yへi上記の諸事実から推せば、　Isfandyarはかつ
の舗・眠。醗賊・て・・…か・ぺ・・i♂1・・a・dyE・と発音せ・れた雌を一

シ蒲ぬh（v「・uR駆動とアルメ紬i起と醐らかであり・　rの儲位置が・のそれ

鯛灘a「ぜとの舵は・ペルシ・語齢と1緋常膿近してい蝸のであ・たことがうかが

アルメニヤ語音rとが甚しく異った屯のではなかiえる。

つたことを示している。このペルシャ語音hはアiこの種rの慰事はすでに古代イラン語的であっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くルメニや語音rから椎せぱ、前舌的擦音であった1たと考えられる事実がある。古代イラン語におい

と考えられる。古代語音dのybよびhへの分イピてr＋tく§tなる現象がみられるが、多分に反

の契機は明らかではない淋、語末においては持続；転音的であった£に同化せられたr力場の位置に

的有声子音として、調音位置も掘接した毒のであiまで後退し諺tが更に同化せられて獣となつた

ったことが推定ぜられる。

　現代ペルシャ薯d音は全て歯魯殉であるが、鞍

期のペルシャ語では母音につつくd音は擦音化さ

れていたことが立証せられる。シャーナーメ

においてはbud，sudなどのべルシ禰は、アラ

ブ語竃d，3Edとは押韻せず、アラブ語音δ

ものと獣励磁方。ス蠣諭．はアー

　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ1レや叡多＊aτta一に由来iするカ、＊asta一で

　　　　　　　　ソあらわれずしてasa一であらわれることほ、イ

ラ。郡即け嚇徽と秘。と趣筋亀魂

　ペルシャ語形幽dad，一一・yad，一yar人の

発展の由来として考えられることは、一dadを
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有する形が多分に濁民的色彩を保ち、イスラーム　シャーナーメではHermandの形でのみあら

化の後もある階級によってこの種の音韻変化にと1われる。Morgenstierne（Etym．V◎cab。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
どめられたと考えられ、一一y薮dにおいて正統な1◎fPast5　50）によればパシュトー語でed｝H5　1　一一

イラ・的鞭イ週期・た・考燃・．ima・・め紬ら糠、現代晒・シ禰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　へH・m（Gd・lr・Ety　m・　251）の如く、一yaτiH・｝・　mandをagってあらわされる・中世ペルシ

のrをdの書きちがいと考えるには、それに該当iヤ語形薮i1　rn　antは字母の浮動性のため阿ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
する語調愁多く首肯せられない。別“C　Da　r　me　s・一i決定的なものを．与えない。ロスタムの父Z蕊は

，。，。，の駅も枷鉱たくしは賊。て，i廊zar航は・蕊レ、　zarと将ば

ラン語rの当時の調音位置を語るものと考えた匹iれ、その第一要棄Z51，第二要禦Z．arはそ

アラブ表記法を憾むたペルシャ表記法において回れそれskt。　ja職㍉　lar一一　に対応し、闘一

・，・，Eは戸：；の如くあらわされ、調龍置露原に属して瞳偉・・．・，Gd．　lr．E騨．．

興野り働へ纏％当時の縮鰍態を示i糾す勧ちz51の1残罪1に反して擁

している・　　　　　　　　　　　　　　　　　環部イラン語のr，1の無劃【1は、古代イラン語

古代・ラン語辮猷熱る1翻の胚盤i暗難灘走るもので畝パ，げ。、サー一
。．、レ憾的・が、古代、ラ。畔塗て上琴己，弓 宴T．瑚鞭雌、ラ濡さら；C近代ペルシ禰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
と殆ど同じ調音位置において調音せられたことをiはr，1に関する限り別の方言的要素を有するも

示、ている．。ヴ。ス燃パ。チ。朝加しiのと考えら溺押

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
サーサーン朝に結禦され、しかもr，玉両音韻をi　さて、このr音は現代のペルシャ語では類何な

鱗鷲撫鷲蓉難浸董二礫無瓢綴窯二繍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨・るもの働押中世鰍・シ・論陣轍・・そ灘斜シ・ン蠣成・う
　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
臨肪「・め裁撫劃的にlam　iδ！　1る・ペルシ轟に加てはga「ma・sa「mat

nunとが爆用せられる力曳、アルメニヤ借用語かikardan，dar，Xurma，barna，parta煽
ら推蹴，，片理嵯鴨擁していたもの貼。rb耀が演灘戯mぎ，。。・，幅，
、思われ、。臨sc・＿n（Pers、，Ch。嘱。・，d。n，d。1，，、。・，幡・。1，。5，，。・，一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
S・zrdi・・§醐は中世・撚ぺ・レシ・語鞠縛硝a￥・b熱く発音せられるの肱鉢物

腺そ膿1鉾二よ轟蒙総？；霧1薩；無漏詩論謡難雛

継いでいることからみれば、少くともこれら導音｝けだしrの持続性の間断として解釈することがで

韻即す獺り舘譲は別の四獣のもので1きる紳。ヴ。スタ獣紳てr．、1．）みの輝法と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
あると思われる。lab〈1at・labiuml　　iしてぬrがみられ、多分アールや語的rがアクセ
　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

guiu＜skt・gala一・lat・gula・ka！＜1ントの影響もともなってhrをもって…幽きれた

av。kau「va｝，1at。　calvus。　　　　iものと思われる。ペルシャ語接尾辞一kar－k激慰
シ。．ナづ鵬らわ泌東町ラ。の町名！一、。，　．，i，，一V。，一．V5rの対立も。れ

綱にはこのr，1両音韻の混乱がみられる。東部’によって理解できるものと思う。

イランのシースターンを琉れるヒルマン｝C　1　1　U’：｝［、
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　　　　　　　　　　豆　　　　　　　　　　　つた。ダキーキーとフェルドーシーが、シャーナ

　以上シJV　一一ナーメの音韻、ことに子音を中心にi一両にMu亡aq蓑rib）一一一一1）一一1）一一1

・て細糠な・てき燃・の事実に醐i一一を択んだのは、・れが鰯の鰍・に・

して以下シ」r　一ナーメの韻律の序題について考察1って、よ夢鈍電な前浜考に較べて優れたものであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
を進めてゆきたいと思う。　　　　　　　　　　1つたためであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　アヴェスタのガーサーの韻律法は、音節の長短i　アラブ詩は蔑音節をともなった閣音節のみをも

には全く関係なく、音節の欄数を以て韻律を計るiって押韻する汰ペルシャ語に診い℃はこの様な

ことにあり、薪体アヴェスタの韻律も前港と難じi音節は蓄語の構造上生塵姓あるものでなく、その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　ソ　　　　　　ことであったことはGeldnerが指摘している1数は限られている。　kar，ser，9◎s，rod，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　＿　　＿
ところである・アヴ・スタ肋いてアー・レや藷梅b“m・b・d・”…一・アラブ詩で賑賭に
音韻がイラン語的に如何なる音緬を有していたか｝つつく二重子爵は絶対に避けられる。しかしベル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
の究明は、アヴェスタのテキストクリティークにiシャ語には、短母音につつく二重子音　kard，
測る＿つの課駈あろう．蝿ぺ、、シ。籍にはi、・，d網。nd，・。，f，　E。9m，一な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
現在詩形を以て伝わっているものはないが、サーiどの語のほかに、dagt，　rext，　Pars，

サーン朝ないしその後／～2世紀の間申世ぺ・レシiLuh語sp・…・などの如き長母音につづく二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
ヤ語詩が存在していたことは諸々の徴証によって；重子音を有ナる語が、その言語構造上多数存在し
うかx・5。，ができる．しかし，ラ。ゆいて畏iてい。。

短音節による詩形ぶいっ、いかにペドゥインない1　シit　一ナーメにおいては、　蕊ζtを一）　と

しアラブから勧入贈れ溌凱礎たか麟；嶽鮒れ鷹蘇合わず・ka「d・gi・dの

在の麟で翻らかにし購い・N6｝d・k・（1・薄き騨1・一徽え細れば騨給わ加・

Nepos・91）はM。QazvhTがKive誌id薮ζtの場合・時間的にも一）に相当し・一）
に寄稿したバルクの敷に関して、その韻律は不断iと数えられうることは上来の考察の結石首肯でき

全ではあるが、・・プ諦の麟がみられず、同i翻間じく，ゼの如き踵子音も、それぞれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
じくバスラの町の蒋年の馬手を詩に1せるアラブ詩iが単独にあらわれるときには音節を構成しないが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
人lbn　Mufarriγのペルシャ詩形も、アi二：重子音となることによって1moraに近づいた

ラブ詩彩によっていないことを指摘している。　；ものと遭えることができる。他の二重子音の例と

畏繍齢麟として賄アラブ認は、ぺ、レ1して，。諮m，d，§kなど鵜る．と。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
シャ語音韻の特殊姓には国章しない。アラブ詩形！うが　kard，　girdの場合、））と数えるべ

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
一・一V）一はペルシャ語では））一あるいは一一とiきことが簸初に想定される。しかしシャーナ一騎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
も鋤ことができる．しかし））一の如き韻律はi謳いて｝i’　一一と翫られ・それ蝉に甑a『

ペルシャ語の如き音節構成の言語にあっては、叙lqarib　に適合させるためのものではないふし
輯恥き賄新畑て馴する。とは殆ど不隔る．，kい如一，。・，1　，a　一，mぎ，、。一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
可能といってよい。初期のペルシャ人により、アiと　av．　vαhrka一，　ka：hrpa一，．m　ahrka一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
ラブから借用模倣せられた詩彩は、したがって　iとの対応は、アールや語における元畜的短母音に

H・za3一一一一1一一一1）一一k6）・｝つづ・有請・醗声の纐に押脚ジシ。ン

Ramal一）一一一一1一）一一1一）一　とであ1を形成していたことを示している。ずなわち
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kard，　girdの韻律もアールや籍的特性を継、の如く、本来の二電子音が適宜単子音化されて書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
承し、時間的に2moraeに等しい一をもって数記されている。

えられたものと思われる。二三におけるd蒼翫　｝　以上考察してきたことにもとづいて、以下の詩
　　＿　　　　　　　＿　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　ソや　 re冗tカX　kafd，　rUZ，　　　　　　　　　　　　　　　tTrなどと局1行を読めば次の如くなる。　b宝y奮ast　jang
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しじく．一と数えられるのは嫡なる理由によるげ）■一1）ム，蛎・sQE・an－1）X一，

であろうか．。燃M。，。q謡b調の醐第i五・5xt　b・・∠一1）∠，bi，ErnExt

一購のとる宇部・・二翻・轍する眞…廊・ξ一ム・）⊥・）∠・・δ§・

m。・。を騨せしめて洗行闘敵臓せしめi・5・ae－1）∠一，　rav5n　yEft・ndag

たものと解さ泌。継の。．，、禰三子にボ）⊥｝）：一，G・9・S・，9・f・∠一1

ける））＜一の現象と対比ず濾自硝子街）一・鴨脚d司）∠，r5・t・nd
ら泌三子う．このtl．，a．．一）帳さも儲1－1）⊥，・6・v5r一μ，臨・盃・司

部に日当、m。，。e購しく翫ら漉と考i）∠，編m野司）一・L。　dsd　d舗

えるebb・できる。　　　　　iは採の理齢ら、M。蜘甜欄＿1）乙

シゼナーメ罪刑掲翻姻られて融i蹴みえない・Va「iante　d・d．　・’d5・fi

しかも単子音に終る平韻の音韻も限られている。iは一1）■一に読みえて、意味の上からも一層

璃島繍砿璃い，隔らわれ、臨かであ。．G。巻，・，p。騨，は、そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　、　　　　　　　　　v　｛
ことは皆無あるいは極めて稀であり、擦膏及び、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iのVariante　Gustasp　guftの方がよ

f，m，　n　をその殆ど全てとしているのは淺霞

に価いする。シャーーナーメに細いてはrrm，蓉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…りフ・ルド章的であう暦嚇もより鵬か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iである・d・・tufa「riもフ・ルドーシー

ec限って同一諭禅子音西下子音との両方をピ的にはそのV・・i・nt・面ζt　farrr－1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i乙を彩。べく。想定され彫融fi・・
もなって併存している。zarr：zar，　parr
　　　　　　　一　　　　．．　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　f　ac「「Tも韻律の上からみて不可である。kast：Par，Parridan：paridan，barre：
、。，e，、。，，，、。。、d。，τ、。。，、。，r，．i。，δもk5、，、δ筋がより古く、。。、。ドー

d。n、b。，・d。n，，。，，、，。，，。。，，am㌧．的であると考えられる．、δ。t5r腰原

，X。，am，　d。mm：d。m，，。mm，、。m　，i的t・c。P．＊d。。9tE，。寄歌来し、そ濾

　　　　　　　　　V　　　V＿　yv　　　　　i　　　　　／
kamm：kam，　Jammsed：Jams6d，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i体一一1）一に数えられる。そのVariante
面amm，di，am，。mm・Ed，umδ、，　i、δ、，d5rも一1）L　、opf〈一ることができる

　V　VV＿．　V　V　　　　VV　　　V　　　　　　｝　　　　　　　　　　　V
X　assi：X　as；，　passe：paseeほかに1が、藷原的には　　dost　十　d蓋rに由来し、後

　　　　　ソニ肝所ほどzの二門形がみられる。これらの語は1代目改新形であることは明らかである。すべて後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
語原的にはあるいはrrを、あるいはrを有する1代のコピストの改丁と考えられる◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
ものであるが、その審の特殊性の故．に、畏音節を；　シit　一ナーメにあらわれるnの音価に関して若

鹸と％鵬聞，，，mm，§§働く、短i干注叫べきものがある．す勧ち，・5。d，

　　　　　　　　　　　　　　　ソ音節を必要とする場合にはr，m，sの如く、適｝mandの如きは下中において一をもって数え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソヘ　　　　　　ソ　　　　　　　　　へ宜書紀されたものと考えられる。これに概して、　られ、M言ndan・X　andas・　inhtt　は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　ソ　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zabanha，karn了nhaちk，fの如き音は、冗att：xat，　badtar，一一，nisandas，
　　　　　　　　　　　　n　　ち　　v　　　ノ　　＿　＿　＿　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，das宅anhaは一1）一一の魏ba㌃tar：bata£，saff：saf，sakk：sak　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は）一一
　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　■
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く数えられる。？ftxの場合は各脚の強音部が作用、訳語を付加しなかった。

していること敵嵩v蔦・亜・ipsh∠一17 @3．京大交学部聯洗生所蔵のW・1ff＝

）一，xv Tpd　5・面dae　x－1）∠一一．と；Gl。。。ar。。　Fir．　dsis　s，h。hptame

同じくそれを解することができる。しかし田熱d；を使用さぜて頂いたことを環く感謝している。

azδ4）如きは一1）∠　に数えなければならず：

縦麗蒲犠窪雛嬬器2禦舞濃騰1認1一
化す面向のものがあ・たこと粥か力二える・現：　薦・E9・n，　x・・b・ff・τ・cl　x’互b・一

代ペルシャ語の轟音nはアールや語的音節購成性、nTd・魔zargan　bazargan・per・・z一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　へ　
を喪失し、先行母音を語音化するが、／0世紀に：嬰「＿peご2zga「’h（讐va「hollva「’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lsakar　sakar，　Siyah　siyah　などが
齢いては、いまだ一部に音節を構成する機能を有iある。

していた・とは上によ。糊らかである。シ。賦③畝・ラ・語’を一町であらわされるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

総緊緊鏡搬黙認雲；轍ζ爵鷲1欝欝撚弘
近接音mをもってそれに代えたものと考えられる・ra…

B。h，幽くm，．・V。，。h，斎。＜av．　Vα，αθ」④ペルシ瀦hの起源照してはG・・lr・

　　　　　　V＿　　　　V＿　　　　　　　iPh．1．董L93参照。
　　　　　　sa　m・＜aV・Xsaf”ya”．　；⑤両魁もシ。サーメ囎あ励勢い．しralna一，

　しかし、シャーーナーメにおいては少なからざる1かしBurh否n－i　Q耽ゴ所収の古語である、

語詞が入朝的に騨に調盛れて為せられて同アルメニヤ借騰P・rh・k参照・
　　　　　　　　　　　　　　　　　．一　　・⑥Grundr　i　ss　der　neupersischen　E　tymologie

勧覗齪加鞭細る・b’nisandand・1蹴はペルシ。語…簸・の語嫡的礪
buguza．rad，　bukusad，　nadahand，、接連らないも¢）と考えて粋る。

。。bav。dはそれぞれbi。蕊。d。，、d，　b、F⑦現代ペルシ毒紬いては写ih勲・面一
　　　　　　　　v＿　　　　。　　　　　　　…h孤7tnはそれぞれTe撃her蚕n，　me響he－
gza「ad・buk・ad・n・dh・・d…b・・di顧。と発麹らi、　P。hl。v了はP。・・h。　一一

と読まなけれげならない。bugzarad　の形lil、　1’　．1　avT　の如く聞える。

謙離盤驚驚艶鼻羅齪1馳勲総数
Nepos　95）も指摘している。　duvをRzdah：hr＞　rの過程に旧いて■moreの代償を先行母

は・翻δ）L・一誌・も・讐輪編誉灘舗灘あ中に
て代えられている・こ噸歪面稲詞にこ撫iもan　Cl　・・　；’　・p・t　h・ndE・（く・kt．　sa鉦

多くあらわれる。Kai　K蓑6s〈KAδs－i　　；deca一），　ambar　hambar　の如く、語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ
K・i，Di・一i　R石面くR6τ・ndi、，豆語頭のhがあら心乱のとあらわれな眺眺が
　v　　　＞　　　　　一一一　　　　　　　　・　　；みられる。

Rsahr＜Sahr－i　　　　　　　　　　Eran・　　　｝　CL・）・・ik，・iku一の撫はアクセントの推蘇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝よるもので二次的凝のである・

後記・．桶で胴際獺記騒旛声記⑪現代イランの鰯物鵜励泌k・9も悠

響糊・なか・た・　　　蕪綴誰窒饒霧な驚獺
　　　　　2。。紙帳の関係上、それぞれの語詞に．V）　“

　　　　　　伊
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92）　H　orn，　Gd。828はアヴェスタ語fra一；ペルシャ語一y誰の起源を古代語一d蓑ta一か

脇．麟畿繍灘謎i窒：灘驚膿凝難戦「
が当てられているが、該語に一→殺である音写二二汁y召「　になったものと説明している。

向によるものと考試」られる。アヴェスタYt46譲漁⇒吉岡ペルシャ語志交中の外来個有名詞　Na一
にみえる・afαδ・αm　E・gv81・・y・S　f・yδldi・t・b・i・a一　’N。dintubEl’B蓋bト

翼端撫摯㍗藤織臨1黙ご繕號轄
㈲現代の東部アウメニや語τ音は後出の初期ぺほに関して特別の裏識がみられる。Horn，Gd．
ルシャ語のr音に縮似たものがあると溝えられる。lI「・Ph。　55

舜は二階の暗である・　　　　i㈱パルチ欄からサーサー瑚にかけてのア・レ

螺難論禦鋼湾箋灘禦章i編羅警鱗臨琶藁鷺灘悪養
ゴm・igff貼附㌔・d・k・一紬来しPif・と暗君の差肥示して鱒。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ上記の変化にしたがっている。　　　　　　　　　・｛岡Geigerは、バ」V・一チー語の1は明らかに

㈲B・・w…JRAS・895，23ツ　i二次的醗平したものであると述べている・（
征6）R蓑cker払ZDMG　X，lgg　　　　iLautlehre　des　Ba｝uci）。パシュトー
9Pt，）アルメニヤ借用語Sρa簸diat　は近代語形i語の1は→殺にイラン語士，d，θよ夢発展した

と較べれば、中世的であるが、サーサーン中期のiものである。γFliくav．ga琶θa一，　silく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
譜搭薦窮為病毒舗鷲甥香㌻；温臨，留tl警hlζ濫。IE一
一への移行が、申ti±ペルシャ語幾記法の分別点のiAfganischen　40）。

有無を考畷の外に置いても、すでに中世イラン語1知）シャーナーメではlarztda、nの語のみし

的なものであったことがわかる。mp．　r6δ，　iかあらわれないが、　Burh蚕a－i　Q百tヂには
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
r5y〈av．　r　a◎δa一，　mp．　b　6δ，bδyくaV．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…TransoXianaの方書として1aγzTdan
b・・iδi一，緬δ，晒y＜・p．㌔・・d姓iの職湖る．この験は・。一ル紡書のrと
Qs）ペルシャ語動詞不定法d蕊tan　d翫一，　i異り、後香的なrが存在したことを示している。

9UZ飛松n　g“Z翫一，　k驚tan　k互r．，　、㈲bぞrfln，　bir冒n　の対立は、同時に初期

などの起源についてもこれと同じことが考えられ1のペルシャ語のアクセントカぽり近代のペルシャ

課瓢窯誕鵡蟹轍，§．鯉二ζ茗孟騰贅鴛難弓手ξ隷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’tanのみに当てはまるが、　d召§tanの場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥いて、rの有する持続性が一荘nに吸収せられ
には妥当性が加．甑m。，d。n　9。mS，．，；てbi・乱の過程をへたものと裁ら泌。

sipurdan　sip5r一，蚕zurdan　5z－　lef6）羽田博士史学論文婁（言語宗教篤）下男33

ff・一，　af馳rd・n　af蕊r一はH・rn（Gd．206以下のr躰に伝わる波斯文に就て沖の
1r．　Ph．・4・）の考える如き、過…野州彩第一連（巻頭写真の鍛）の前半行はH・・a、に
ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

“．　umurda一，sipuTda一，石ZUfda一，　　1よってお噸、シャーナーメの詩句ではない。筆二
afζ貸rd翫　よ夢形成された不定怯ではなく、連繭半車轍韻神：が乱れ，ているが、後塵行はM距
ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

stと変化しなかった褻には何か方言的なものが　taqaribによっている。下段の二連はそれぞ
あったと考えられる。　　　　　　　　　　　：れ押韻しているが、韻律は著しくくずれている。
kg）ペルシャ藷姦rdほ方書約に珊の発展をし　（渤N’6　eldeke（Ir．　Nepos　95）　は、
ている。アルメニヤ語　alem〈寧ardemと…かつて、シャ＿ナ．．メにあらわれるd否翫　の韻

影壁羅諜欝1し諺瀦島黛惚、繍1蕊難聴緊亀鶴．
位羅よi）来るものであると考えられる。後段参購　　しかし　Mittw◎ch・Ritter・Browne
㈲Etudes　Iraniennes　I．ワ3では　らによって、イラン人がd蒼ζtをdEagtの



工4　　　　　　西南アジア研究（煮4）
餓く発麿し、Horowitz，　Andreasらに　　afarすn〈mp．　afr了n　av、互frlrna一，
よって、インド人がd瀦taまたはd誌3　t　　rδζan＜mP．　rδξ登av．τao冗甑a一，

の如く発音している蓼実鷺知らさ熟たと述べてい・roγan〈av。raoγaar　gohar〈mP。
る。近代ペルシャ語に蔚けろAnaptyxe　の現　9δhr　skt．　gotra一，　u§turくElv。

　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ象は、長母音につづく二子音と、短母音につづく　ustτa一・

三子音の屡後の子音が流音象たは寵愛である場合

のみに起っている。

京都大学文学部昭和34年慶亜南アジア関係講義題目

　　　　　　　　　　　　　（）内は教官名、敬称略、 ABCi順

西露アジア史序説

ヘブライ民族史
アラビア語（初級〉

アラビア語（中級）

（足利。中原）

（有賀）

（藤本）

（藤本）

中央アジア。トルコ語史料の研究（羽田）

トルコ語（初級）　　　　　　　（羽田〉
　　　ソ古体Yastの研1究　　　　　　　　（二三〉

パフラヴィー語史詩における歴史（伊藤）
Veda：交集

Avesta語・Pahlavi語初歩
ヒッタイト　穫『語と1遷史

ヒエログリフ講読（初級）

ヒエログリフ講読（中級）

ヘブライ原；典によるiβ約研究

（伊藤）

（Eft藤）

（岸本）

（加藤）

（加藤）

（　G．　G．　Lloyd）

古代オリエントにおける土地輝度の緕究
　　　　　　　　　　　　　　　（中播）

シュメール語・アッカド語入門
梵語：文法

乾燥地帯と牧畜
サーーマン朝社：会の研究

チベット語

ヒンディー語

近代ペルシア語

イスラーム社会の成立

（中療）

（大地原）

（織田’）

（佐藤圭）

（佐藤侵）

（沢）

（沢）

（蝿田）


